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題  目 ブラインドサッカーを通じて，視覚情報に頼らず，声を出すことや聞くこと，相手

を思いやる気持ちなど，コミュニケーションの重要性に気づかせる。 

本時の評価規準（観点／方法） 
 ① ３対３のゲームを通して，ボールの音や人の声を聞いて，パスをつないだり，シュートを

狙うことができている。                 （運動の技能／活動観察） 
② 課題に対してグループで協力し，気づきや発見を共有しあい，活動しようとしている。 
                       （運動についての思考・判断／活動観察） 
③ 健康や安全に留意しながら，ルールを守り，お互いに協力しあって活動することができ

る。                （運動や安全についての知識・理解／活動観察） 
 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

＜導入＞ 

出欠点呼  

本時の説明 

 

準備運動 

 

 

＜展開＞ 

スクエアドリブル 

 

 

１対１のゲーム 

 

 

３対３のハーフコートゲー

ム 

 

 

＜まとめ＞ 

学習のまとめ 

 

○集合 

○本時の学習内容を把握し，課題を確

認する。 

○アイマスクを着用しての運動 

 ・ランニング，サイドステップ，スキップ 

 

 

○四角形で作ったグリット内でドリブルを

行う。 

 

○１対１の攻防 

・相互の位置を把握し，シュートを狙う。 

 

○３対３のミニゲームを行う。 

・攻守交代制で行う。 

・サイドからコーラーが，ゴールの場所の

指示をする。 

 

○本時の学習を振り返り 

・ゲームを行う中で気づいたこと 

・ブラインドサッカーを通して感じたこと 

 

・欠席者，見学者の確認 

・見えない状態で動くとどんな気

持ちになるか，見えている人



実践上の留意点 

 

1.授業説明 

本授業では，授業対象生徒を男子に限定した。これは，競技によっては男女別の授業が

必要になり，特に視覚情報を遮断する場合は，身体接触への配慮は必要であると考えたか

らである。実際，ブラインドサッカーの授業の 5 時間のうち，2 時間目までは女子も一緒

に混合する形で授業を展開していた。指差し確認，パス交換あたりまでは女子生徒も一緒

に活動できていたが，1 対 1 等のゲーム形式での対戦型の場面で，不用意な身体接触の可

能性があったために男女別の活動を行った。ブラインドサッカーのようにパラスポーツの

中でも身体接触を伴う競技については，課題が多いと考える。また競技によっての男女別

の授業が必要になるが，ボッチャやシッティングバレーのように男女共習かつ誰もが失敗

を恐れず，果敢に挑戦できるパラスポーツから単元計画を立てることで障がい者理解の促

進や生徒の意欲を向上させることができると考える。 

ブラインドサッカー特有のボール操作・身体操作を学習することで何気なく見ていた選

手の動きやゲーム展開の難易度を知ることができていたのではないか。本授業で，今後の

スポーツの見方が変わり新たな楽しさの発見につなげることでパラスポーツの普及につな

げたい。また今回のパラスポーツの実践を通して，障がい者理解だけでなく，実際に競技

していく中で，誰もが楽しめるルールを考えたり，またスポーツだけでなく，社会のしく

みについて問題提起するなど生徒らがパラスポーツから学んだことは多かったのではない

だろうか。生徒の感想にもあったように，パラスポーツ体験は学びの意義は大きく，学校

教育において今後とも教材化が進められていくべきだろう。 

 

2.研究協議から 

・授業の中で安全面での配慮をどのようにして行いましたか？ 

 →物への衝突を防ぐために，主にゲーム中は壁を人で築いた。 

  相手にぶつかりそうになった場合は，自発的に声を出して自分の位置を知らせた。 

・授業の中でなぜ笛を吹かなかったのですか？ 

 →ボール以外の音が入ると集中することが難しいため 

・パラスポーツとこれまでのスポーツとで，指導している中で生徒の反応どうでしたか？ 

 →運動が苦手という生徒も選択しており，パラスポーツが初体験という生徒がほとんど 

で，同じスタートラインでスタートできている分，不安に感じている生徒が少なかった。 

・パラスポーツを行う上で，種目の順番等の気づきはありましたか？ 

 →今回の授業では，まず始めに「ボッチャ」を行った。男女共習で行えるものからスター 

トすることで人間関係を作る意味でも順番は大きいと考える。 
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